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のようで，19°9，1970の2カ年ともにほぼ同様の

傾向を示し，弾丸暗菜施工によって初期より生育が充

実し，稗長・穂長・穂数ともにまさる。特に着枚数が

多くなり，稔実歩合も高まり2～占多増収した。

また．弾丸暗東の方向についてみると縦走式は構走

式より生育はまきり，収量は1989年は倒伏したので

大差がみられなかったが，1970年は4多増収した。

さらに1970年は陪桑直上は中間に比して根は表層で

は大差ないが，10～20mの深さで約2倍，20～

50‘潤のところで約5倍と深くまで分布し，しかも健

全である。このことが地上部の生育をよくし，収量を

高めているものと思われる。また，養分吸収をみると

弾丸暗渠施工区はSl・N・Kが多く，アは大差がない8

4　ま　　と　　め

透水性の悪い垂粘土水田に心土破砕や瑚九暗渠を施

工した場合の土壌の物理性および透水性の変化と水稲

の生育収量に及ぼす影響Fこついて検討した○

・その結果，心土破砕や弾丸暗渠の施工によって土壌

は膨軟になり，固相が減少して，液相と気相がふえ，

土嚢の透水性は増大し，落水後の田面乾燥が早くなる。

特に中干しとの併用によって亀裂の発生が多くなり，

透水性は著しく増大するが，亀裂の発生はp715以上

で大となる。

また，水稲の生育収量との関係についてみると弾丸

暗渠の施工によって土壌は酸化的に保持され，根を健

全にし．義分吸収（特にSi・N・Kなど）を多くして

茎数の発生・着粒数・稔乗・1000粒垂などを高め，

施工初年目で7～20喀増収した。しかし，その効果

は経年的に減少し，5年目で2～7多の増収に止まっ

た。これは弾丸暗渠孔が目詰りを起こし，透水性が不

良となることに基因するものと思われる。

以上のことから心土破砕や弾丸暗渠の持続性は5～

4年と推定されるので，それ以降は再施工する必要が

ある。

排水効果の発現条件について

村上　利男・遠藤　武男
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1　ま　え　が　き

水稲生産力を向上させる栽培技術として，田面水の

みならず地下水を含めた排水管理ははなはだ重要なも

のと考えられている。しかし，排水は土壌の強還元を

緩和し，有害物質を除去するほか土壌中の養分を流失

させるなど功罪両面の作用性を有し，このため排水に

ょる減収例もまた少なくない1），本報は東北地方の各地

で行なわれた多数の排水試験デークーを取りまとめ，

排水効果の発現条件について考察を行なったものであ

る。借用させていただいたデークーの関係各位に厚く

お礼由し上げたい。

2　供　試　資　料

東北‘県農試および東北農試の昭和55～44年度

水稲栽培試験成績番（資料A）および同昭和41～44

年土卿巴料関係試験成績書（資料B）の計44の排水

試験デークー。

5　結果　と　考察

1排水強度および無排水区の頴花数水準と排水効

果

A資料における多様な排水試験（試験数28）例を

コミーこすると，排水による増収事例数の頻度は49帝

で，減収例とほは等しい○しかし，この頻度値は無排

水区の㌦当り頴花数が5万未満の場合は42帝と減少

し，排水により減収する場合が多いことを示し瓜、る。

以上の排水には多様な内容の排水が含まれているが，

田面に亀裂を生じた排水処理のみ取り上げてみると，

無排水区より増収した事例数の頻度は5°感で，これ

をさらに無排水区の頴花数水準別にみると，扉当り5

万未満の場合は21帝と増収例がはなはだ少なくなる

反面，5万以上の場合は64帝と増収する例が多い。

この田面亀裂排水が収量に及ぼす影響を各収量構成

要素別にみると，無排水区の頴花数水準が5万未満の

場合では排水（′こよってが当り頴花数滅となることが多



東北農業　研究　第14号　（1975）　　　　　　　　　　157

い（事例数頻度79痴）のに反し，千頴花当り収量値

が向上する事例はとくに多くない（同55多）ので増

収事例数頻度はわずかに21舘に止まっている。とく

に排水によりが当り読花数，千鼠花当り収量値ともに

低下する事例が26肇も認められたことは注目された。

これに対し無排水区の頴花数水準が5万以上の場合

では亀裂排水によりが当り頴花数は少なくなるが（事

例数頻度80多）千頴花当り収量値が向上することが

多く（同71肇），この頴花数減を上回る豊熟の良化

第1蓑　N施用畳と排水効果（資料B）

により増収となる事例は，全増収事例数頻度（85多）

のうちの55密を占め，排水による効果の最も一般的

な型となっている。この頴花数水準においては亀裂排

水により両収量構成要素がともに低下する事例教はわ

ずかに5多に過ぎない。

2　N施用量と排水効果

第1表からN施用長水準が高くなるにつれて，排水

による増収事例数の頻度および増収率が安定的に増加

していることが知られる。

N 施 用 量

（晦 ′／a ）

増 収

事 例 数

減 収

事 例 数

増 収

事 例 数

（帝 ）

増 収 事 例　　 事　　 減 収 事 例 合　　　　 計

対 無 排 水 区 収 量 比 率 で 示 す

R a n g 白
平 均 士　標 準 誤 差

R a n g o
平 均 士　標 準 誤 差

R a n g o
平 均 士　標 準 誤 差

0．8 未 満 4 7 5 7 1 10 5～ 114 10 8・5 士 2．4 9 6－ 5 5 8 0．9 土 ‘．2 11 4 ～ 5 5 9 0．2 士 5．5

0，6′－0．8 5 5 5 2 9 5 5．2 1 0 0～ 12 7 1 1 1．6 ± 1．4 9 9～ 8 2 9 2．9 ± 1．0 12 7 － 8 2 1 0 2．4 土 1．5

0．8 5 ～ 1．1 5 0 1 1 7 5．2 1 0 1～ 15 0 1 1 5．0 士 1．5 9 9～ 7 9 9 0．5 士 2．1 15 0 ・－ 79 1 D d．9 土 2．0

1．1－ 1．5 5 4 0 9 8 1．8 10 0～ 12 2 1 0 8．7 ± 0．9 1 0 0～ 7 6 9 5．0 土 2．8 12 2 ・～ 76 1 0 5．8 土 1．2

5　無排水区のN吸収量水準と排水効果

資料Bの全排水試験をコミにしてN総吸収量（Ⅹ）

と封の玄米生産能率（Y）との関係を求めると，無排

水の場合Y＝89．0－5・15X，排水した場合Y＝89．5

－5．09Ⅹ　の関係が得られた。この回帰式からN総吸

収量が等しい場合でも排水区はNの玄米生産能率が上

り大きく高位の収量が得られること．また，N吸収丑

増に伴うNの玄米生産能率の低下度は排水によって軽

減緩和されることが明らかにされた。したがって第1

回のごとく最適N吸収量値および最高収量値は，とも

5　　　　　　10　　　　　15　　　　　　21）

N　吸収量tkg／10■）

第1図　排水とⅣ吸収量および収量

に排水によりさらに高位の方向に移動することが入ら

れる。また，，㌔当り謁花数と収量間に得られた同様な

2次式から，排水区は無排水区に此し最高収量値の入

ならず等量の穎花数値に対応する収量値が大きい一般

的関係が明らかにされた。

第2回は排水区のN吸収量と針の玄米生産能率を各

第2図　排水とN吸収量およびyの

玄米生産能率

（無排水区のN吸収量0．8－1．44K〆a）
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無排水区に対する比で示したものである。回申の曲線

は無排水区に対する排水区の収量等値線であり，各排

水区の座標位置がこの等値線より右上方に遠ざかる忙

従い無排水区より増収となることを示し，同園から排

水の対収量効果の内訳を2構成要素別に考察し得る。

この図は無排水区のN吸収量水準がn8～1．44鞄／a

の例であるが，同様な作図を無排水区のN吸収量各水

準をコミにして行なってみると（図省略），Ⅰ象限に

位置する事例数の頻度値は18．8多，Ⅱ18・8，Ⅲ18旦

Ⅲ278，Ⅳ20・5，Vd・5，Ⅶ8・0肇で，排水による増

収事例数頻度（Ⅰ＋Ⅱ＋Ⅲ）は85．4帝を示し，その内

訳をみると排水によってN吸収量減となるが，IJの玄

米生産能率の向上がこれを上回るため増収となる型血）

が最も多い。

同様な作図を無排水区のN吸収丑水準別に行なうと，

nBK，／a未満の場合（国省略）各Ⅰ～Ⅵ象限に分布

する事例数頻度値はI O‰　Ⅱ0，Ⅲ18・2，Ⅳ545，

V18．2，Ⅵ鼠1感と増収事例数頻度はわずかに18・2

多で，Ⅳすなわち排水によりNの玄米生産能率は向上

するが，Ⅳ吸収量減が著しいため減収となる型に最大

の頻度が認められる。ここで排水によりⅣ吸収量増と

なる事例数がわずかなこと（鼠1喀），また，p吸収

量，廿の玄米生産能率ともに低下する事例が1a2多

の頻度値でみられたことが注目された。

これに反し無排水区のN吸収量水準が1．45　Kグ／a

以上の場合の各象限における頻度値は（図省略）IO

感，Ⅱ20，ⅢH．5，Ⅳ1nO，VO，Ⅵ6・7感であ

り，排水による増収率例数は85・5かこ達し，その大部

分は排水によりN吸収量減となるが封の玄米生産能率

の向上により増収となるⅢの型であることが明らかに

された。なお，排水によりN吸収量増となる事例教頻

度はわずかに26．7帝と少ない。
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さきに筆者の1人は排水効果は無排水区の生育丑水

準により異なり，排水を高収に結び付けるため－こほ土

壌の肥沃化により高水準の生育丑を確保すべきことを

指摘した2）が．以上の結果はこのことが多数多様の排

水事例を通じた場合も傾向的に成り立つことを示して

いる。

次に無排水区のN吸収量水準がn8～t44Ⅹク／且

の場合（第2国）についてみると，排水による増収事

例数頻度はd5．1感で，その成立型は各ⅠⅡⅢ象限とも

ほぼ同数の頻度値を示しており，排水によるIJ吸収量

増の事例数頻度も大きく（52．5多），前記Ⅳ吸収量2

水準の場合に比べて収丑および収量構成要素に及ぼす

排水の影響がさらに多様化していることが特徴である。

これら排水の影響を地域別にみると，盛臥　大曲では

排水によってN吸収量減，打の玄米生産能率の向上が

みられるのに対し，庄内ではN吸収量増，Ⅳの玄米生

産能率が低下する悼向にあり地域差がみられる。中干

後の再滞水により土壌窒素が有効化Ly吸収増となる

例は他にもみられるl）が，庄内の例については無排水

区のN吸収が板の活力低下のため十分行ない得ないと

も考えられよう。しかし，以上は排水内容のほか多様

な供試条件をコミにして扱われているため，排水効果

に関する地域的特徴については今後の詳細な検討にま

たねはならない。
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本暗きょと弾丸暗きょの組合せによる土壌透水性の改良

第1報　暗きょ排水施工法

岩淵龍夫・千葉文一・塩島光洲

高橋精一・高橋周寿・武田昭七

（宮城県鳥試）

1　ま　え　が　き

東北地方の主要水田地帯には，地下水位の高い排水

不良田が多く，このため水は】転換が提唱されても畑地

化の不可能なところが多い，このことは一方では，高

度完全機械化導入を妨げ労働生産性の向上を困難にし

ているのみならず，米の土地生産性や品質の向上も阻

害している。




